
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今号では喫緊の課題である物価高対策とコロナ対策を取り上げます。 

①物価高対策 

足元では引き続き物価の上昇が厳しい状況があります。6 月の消費者物価指数は前年同月比 2.2%の上

昇と、7 年ぶりの伸び率となりました。皆さんの家計への影響も深刻になりつつある物価高対策をまずは

推し進めて参ります。参議院議員選挙の公約にてお示しした、消費税の時限的な 5%への減税や、ガソリ

ン税の引き下げにより、食料品や燃料などの価格上昇を少しでも抑える、暮らしへの負担軽減を提案し

ていきます。 

 こうした取り組みにより急激な価格上昇を抑え込みつつ、最低賃金の引上げや給与ベースアップの奨

励を進めていきます。また年金受給額の引き下げを凍結し、物価高騰時には受給額の引上げをする余地

がないか検討を進めて参ります。収入を増やすことで、皆様が「本当の意味で」物価の上昇を受け入れら

れる環境作りを行います。 
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立憲民主党埼玉県第 13区総支部長 
 

春日部市(旧春日部市)、久喜市久喜地区、 

久喜市菖蒲地区、越谷市大袋地区、白岡市、 

蓮田市、宮代町 

 

物価高への対策を 

  早急に推し進めます！！ 

 

 

蓮田市議会議員 

勝浦 敦 

2019 年 4 月蓮田市議会議員 

3 期目当選 

蓮田市議会総務委員長 

蓮田中央小学校ＰＴＡ顧問 

消防団（第二分団）団員 

 

公認会計士 

税理士 

34 歳 

１３区の仲間をご紹介 

2022 年 4 月春日部市議会議員 

初当選 

東武鉄道㈱、春日部郵便局勤務な

ど経て現在は春日部駅東口にて

居酒屋を経営 

春日部市議会議員 

大里 昇 
 



 

三角そうたの PROFILE 
•1987年 12月 16日生まれ（34歳） 1歳児の父 

•埼玉県和光市出身、春日部市粕壁在住 

•幼少期母子家庭で育った経験から、親への負担を減らす

ため、アルバイトをしながら学校に通う。 

•私立開成中学・高校卒業 

•一橋大学社会学部卒業 

•立憲民主党衆議院議員手塚よしお学生秘書 

•三菱 UFJ銀行勤務（大宮支社、京都支社、本社 IR室、 

信託不動産部） 

資格：公認会計士、税理士 

証券アナリスト協会検定会員 

趣味：ヒップホップダンス、バスケットボール 

   韓国ドラマ、映画鑑賞、ドライブ 

団体：春日部青年会議所、久喜市倫理法人会 

立憲民主党埼玉県第 13 区総支部 連絡先 
埼玉 13 区(春日部市(旧春日部市)、久喜市久喜地区、久喜市菖蒲地区、越谷市大袋地区、白岡市、蓮田市、宮代町) 

〒344-0067 埼玉県春日部市中央 1-8-21 ニュー吉田ビル 302    ◎TEL.070-3129-8789  ◎FAX.048-611-9943 

◎ホームページ：http://misumisota.net/   ◎フェイスブック：「三角そうた facebook」で検索 

      ■ボランティア・ポスター掲示・寄付等 
の協力ができる方、郵送又は FAX 
にて右記連絡先にご連絡下さい！ 

立憲民主党・三角そうたを応援して下さる方を募集中です！ 

どれかに○ ①事務作業など、ボランティアができる。  ②ポスターを自宅に掲示できる。 

③寄付をしてもいい。           ④知り合いを紹介できる。 

〒    – 

よろしければ、下記の項目もご記入ください。 

  －      －  

ふりがな 

お名前 

ご住所 

電話 

勤務先 
ご職業 

メールアドレス 

姓 

性別 
名 男 

女 

生年月日 
（西暦） 

年      月      日 

立憲民主党埼玉県第 13 区総支部 三角行 

住所：〒344-0067 埼玉県春日部市中央 

1-8-21 ニュー吉田ビル 302   FAX:048-611-9943 

 ②コロナ対策 

コロナの感染が再び拡大し、第七波の真

っただ中に入ってしまいました。病床や宿

泊療養施設のひっ迫は深刻な状況です。特

に比較的軽症な患者の方を大規模病院に

て大量に受け入れをして、病床を埋めてし

まうがために、重症患者の方が入院できな

いという事態が生じています。 

これは政府の施策により、大規模病院の

高度な治療室を埋めると支援金が病院に

入る仕組みがあるものの、入院する方の病

状の軽重は基準に入っていないことが要

因です。結果として軽症の患者の方でも病

院の経営上支援金が受け取れるため、高度

な治療室を利用させてしまうという状況

が生じています。 

こうした政策を見直し、大規模病院の高

度治療室はあくまで重症患者に集中する

よう促し、中小病院において軽症患者の方

の受け入れを幅広く行える支援を行うこ

とが重要です。万が一にも症状の厳しい方

が自宅に取り残されるようなことが無い

ように、政府に対策を求めて参ります。 

http://misumisota.net/

